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当センターで平成18年度から同20年度にかけて，食品に混入し苦情となった92検体の虫類を同定した．虫類の

異物混入による苦情検体は年間を通して持ち込まれた．苦情食品として複合調理食品，農産加工品食品，パン・

菓子類が多かった．外国が関与している食品では中国のものが最も多かった．鱗翅目，双翅目，鞘翅目，膜翅目，

網翅目の昆虫が全検体数の約8割を占めた．食品害虫だけでなく，食品に偶然に混入する迷入害虫も苦情原因の大

きな割合を占めた．ノシメマダラメイガが最も多くみられ，タバコシバンムシとチャコウラナメクジがそれに次

いだ．最大長が5 ㎜から10 ㎜の範囲の虫類が，異物として最も多く持ち込まれた．カタラーゼ試験により虫類が

調理中または飲食中に食品に混入する場合もかなりあることがわかった． 
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は じ め に 
東京都及び特別区が平成19年度に対応した食品苦情件数

約6000件の内，異物混入が18％を占め，苦情要因で有症被

害に次いで多かった．異物混入苦情を混入物質別にみると，

虫（昆虫やクモ）の混入が34％と最も多く，食品苦情件数

の７％に相当した1)．また，東京都福祉保健局健康安全部

食品監視課が連絡調整等を行った食品苦情では，その15％
がハエ等の虫の異物混入であった2）． 
全国的にみても，この傾向は変わらない．1990年から2000

年の間に国民生活センターに寄せられた食品の安全・衛生

に関する苦情相談件数の19％が異物混入で，そこでも「虫」

の割合が25％と最も高かった3)．「虫」は上記の全相談件

数の5%に相当した．虫類の混入による苦情が多いことがわ

かる． 
当センターでは都民の健康と安全を守るため，食品混入

し苦情を生じさせた虫類の鑑別を行っている．平成18年度

（2006年度）から同20年度（2008年度）に当センターで扱

った虫類の検査結果を記し，虫類の異物混入の現状を述べ

る．なお，ここで述べる虫類は昆虫だけでなくクモ・甲殻

類・ヒル・ナメクジ等広義の虫を指し，以下，虫と称する． 
 

検 査 方 法 
1. 虫類の同定と計測 
1) 同定 
保健所等から持ち込まれた虫は主に実体顕微鏡を用いて

種名を同定した．細かい部位を調べるときは，その部位を5
％水酸化カリウム溶液で処理し，酢酸で中和後，ガムクロ

ラール液でプレパラート封入標本を作った．その封入標本

を生物顕微鏡で観察した． 
2) 計測 
実体顕微鏡下で検体の最大長をノギスにより測定した．

なお，測定は頭部の先端から腹部末端までの長さとは限ら

ず，翅の先や肢の跗節末端を測ることもあった． 
 
2. カタラーゼ試験 

 カタラーゼ試験は過酸化水素を水と酸素に分解する酵

素であるカタラーゼが加熱殺菌処理により失活すること

を利用し，混入異物に処理が施されているか判定するも

のである．搬入された検体の一部についてカタラーゼ試

験を行った．当センターに検体として持ち込まれた虫を

と直ちにシャーレまたはスライドグラス上に置き，5％過

酸化水素水を滴下し，針等で体に傷をつけ気泡の発生を

実体顕微鏡下で観察した．虫の体表から5分間の連続発泡

がみられた時，カタラーゼ陽性とし，食品が加熱処理さ

れた後に混入したものと判断した． 
 

検査結果及び考察  
1. 検体数の季節的変化 

 平成18、19、20年度にそれぞれ23，43，26件の検体，計

92検体の虫の異物を調べた．これらは主に保健所からの依

頼検体で，他に市場検査所や食品関連企業からの同定依頼

も含まれた． 

図1. 苦情検体数の季節的変化（平成18～20年度）
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3年間の各月の検体数を合計し，季節的変化を図1に示し

た．夏から秋にやや増加の傾向がみられるものの，虫の非

活動期である冬でも検体が持ち込まれた．このように年間

を通じて苦情発生があることは長期保存食品の製造時期と

消費時期にずれがあることに起因する4)と考えられている． 

 
2. 苦情食品・経緯 

 3年間の各検体の苦情経緯と虫の同定結果を表1～3に示

した．飲料も含む様々な食品に虫が混入しており，都食品

監視課の食品分類1)に従うと，複合調理食品（27件），農

産加工品食品（19件），パン・菓子類（13件）に混入した

ものが多かった．これらは保健所等が対応した虫の異物混

入苦情数でも1～3位を占めた1)．苦情経緯から当センター

に搬入された虫の大部分は，食品購入者が食品中に虫らし

い物を発見し保健所に届けたものであることもわかった． 
 苦情食品の産地・製造地は不明なことが多かったが，外

国が関係しているものが22件で，中国の関与食品が最も多

かった（表4）．これは中国産の食品が多量に輸入されてい

るためであろう． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 混入した虫類 
1) 分類群 
虫の内訳を図2に示した．鱗翅目（チョウ・ガ）が31件と

最も多く，双翅目（ハエ・カ），鞘翅目（甲虫），膜翅目

（ハチ・アリ），網翅目（ゴキブリ）と続いた．前4目は蛹

の時期のある完全変態昆虫で，昆虫の中でも繁栄した群で

ある．この4目を合わせる70件（全体の76％），網翅目を含

めると76件（同83％）になった．保健所等で対応した虫の

異物混入では網翅目（ゴキブリ）がその約30％と最も多く，

「ハエ」と合わせれば43%で1)，割合は当センターの検査結

果と異なった．この違いは，食品苦情の窓口となっている

保健所で「ゴキブリ」等の判別可能な苦情相談は処理され，

実際に検体として当センターに搬入されるものは判別でき

ない虫であることによると考えられる5)． 
網翅目を含むこれらの5目が食品中の虫類異物の80～90

％を占めることは都衛研6)（現，都健安研セ），神奈川衛

研7)，横浜市衛研8)及び都健安研セ多摩支所9)の検査でも報

告されている．実際の相談件数のわずかな部分が検査機関

に搬入されることを考慮に入れても，食品に混入する虫の

大部分がこれらの分類群に含まれることがわかる． 
各目により混入時の成長段階に違いがあった（図3）．鱗

翅目は芋虫状の幼虫時に，双翅・鞘翅・膜翅の3目は成虫時

に最も混入していた． 
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2) 種 
三井10)は食品異物となる昆虫を①穀物穀粉内で生息する

定住害虫（コクゾウ等），②発酵食品や肉魚等に卵等を産

みつけ生育する準定住害虫（ショウジョウバエ等），③食

品外に生息し，採食のために訪れる来訪害虫（ゴキブリ等），

④食品に偶然混入する迷入害虫という４つのグループに分

けた．これらの他に，一般的に農業害虫と呼ばれる野菜果

物等に付着・潜入して異物となるものがある．これを⑤グ

ループとし，昆虫以外にも拡張し今回の異物にも適用した． 
混入した虫を食品害虫（①＋②＋③），迷入害虫（④），

農業害虫（⑤）及びその他のグループ化のできない不明種

に分け，表1-3の害虫の区分とした．それぞれ39，29，14，
10事例になった．食品に偶然混入する事例（④）が全体の

約30％と多いことがわかる． 
今回の3年間の検体ではノシメマダラメイガが7件と最も

多く，タバコシバンムシ（4件），チャコウラナメクジ（4
件），チャバネゴキブリ（3件），コナガ（3件）と続いた． 

表4. 平成18～20年度に検体として搬入された

食品中の虫類異物に関係していた外国 

図3. 食品に混入した昆虫各目の成長段階 

図2. 食品に混入した虫類の内訳 
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異物昆虫の同定依頼検査でノシメマダラメイガが最多でタ

バコシバンムシがそれに次ぐと報告されており11)，この2
種が最重要種である．キャベツ等アブラナ科の害虫である

コナガが混入するのは食材の選別・洗浄が不十分なためと

推測された． 
3) 異物となった虫の大きさ 

 検体の最大長の頻度分布を図4に示した．5 ㎜以上10 ㎜
未満の虫が異物として最も多く持ち込まれた．しかし，こ

の範囲のものが食品に最も混入するとはいえないように思

われる．5 ㎜未満のものは見過ごされている可能性が高い

ため，5 ㎜から10 ㎜の範囲の虫が異物として最も頻繁にみ

つけられると推測できる． 

 
4. カタラーゼ試験 
平成18、19、20年度の陽性率はそれぞれ2/7、6/11、3/11

で，3年間を合計した陽性率は11/29（38％）であった．虫

が調理中または飲食中に食品に混入する場合もかなり多い

ことがわかる． 
 

ま と め 
当センターで平成18年度から同20年度にかけて保健所等

から依頼された食品異物の虫類92検体を検査した．検査か

ら以下のことがわかった． 
1. 虫類の混入による苦情検体は年間を通して持ち込ま

れた． 
2. 苦情食品は複合調理食品，農産加工品食品，パン類・

菓子類が多かった．苦情食品の産地・製造地は不明な

ことが多かったが，22検体が外国と関係しており，そ

の中で中国の関与している食品が最も多かった． 

3. 鱗翅目，双翅目，鞘翅目，膜翅目，網翅目の昆虫が全

検体の約8割を占めた．鱗翅目は主として幼虫時に，

双翅・鞘翅・膜翅の3目は成虫時に食品に混入した． 
4. 食品害虫だけでなく，食品に偶然に混入する迷入害虫

も苦情原因の大きな割合を占めた． 
5. ノシメマダラメイガが最も多くみられ，タバコシバン

ムシとチャコウラナメクジがそれに次いだ． 
6. 最大長5 ㎜から10 ㎜の範囲の虫類が食品異物として

検査に最も多く持ち込まれた． 
7. 虫類が食事調理中または飲食中に食品に混入する場

合もかなりあることがわかった． 
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図4. 各検体の異物の最大長さの頻度分布 
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Insects and Other Macroinvertebrates as Foreign Substances in Foods (Apr. 2006 – Mar. 2009) 
 

Masahiko OHNO*, Kiyoshi HANAOKA*, Masashi KAYASHIMA*, Keisuke KIMURA* and Kumiko YAGUCHI* 
 

Insects and other macroinvertebrates were identified as foreign substances in response to 92 food complaints received 
between April 2006 and March 2009. The food complaints by insects and macroinvertebrates were found to occur all year 
round. The complained food samples were prepared foods, processed agricultural products and confections including snack 
foods, predominantly. China was mostly related to the complained foods made in foreign countries. Lepidoptera, Coleoptera, 
Diptera, Hymenoptera and Dictyoptera (Blattaria) accounted for approximately 80 % of the total foreign substances. 
Accidental mixing of non-food-insects in foods accounted for a relatively large proportion (approximately 30%) of the 
complaints. Indian meal moth (Plodia interpunctella) was the most frequently seen in the complained foods, followed by 
cigarette beetle (Lasioderma serricorne) and tree slug (Limax marginatus). The foreign substances with 0.5-1.0 cm length 
were the most frequent in total samples. Katalase tests showed that living insects and other macroinvertebrates were 
frequently mixed in foods during cooking, eating and drinking. 

 
Keywords: food, foreign substance, complaint, insect, macroinvertebrate 
 

 




